
1 宮城県 名取市
　宮城県農業高等学校
　農業科　作物部門

肥料メーカーと連携し環境負荷の少
ない新しい側条施肥型肥料を共同開
発。この肥料と深層施肥技術と組み
合わせることで、肥料費を78.2％、労
務費を62.1％削減し、収量や品質も
維持できる。食味値は専門機器で高
い数値を記録し、「お米甲子園」全国
優秀賞を受賞。日本学校農業クラブ
全国大会での最優秀賞受賞や、テレ
ビ・新聞での情報発信により、地元農
家・大学・肥料メーカーと全国普及を
目指しての連携が拡大している。

2 岩手県 滝沢市 株式会社スタディア

農業をはじめとした多彩な作業・プロ
グラムで障がい者の就労等を支援。
特に、チャグチャグ馬コに使用される
馬の飼育から始まった水田の馬耕や
その堆肥を活用し生産したブランド米
の販売は、多数のメディアに取り上
げられ、地域文化の継承と滝沢市の
ＰＲに貢献している。その他、農家に
対する作業支援や地域の小・中学校
および行政と連携した農業体験等特
色ある取組みを実施。

3 山形県 山形市 紅花推進協議会

山形県の紅花文化の継承を目的に
染色用赤色素抽出時に廃棄されてき
た黄色素活を活用し、飲食店や加工
業者と連携して商品化を推進。地域
一体での販路開拓と情報発信で、紅
花の大規模生産と新たな需要創出に
取り組んでいる。R8年度以降は海外
マーケットも視野に入れ、イベント出
展やメディア取材対応を中心に行
い、商品や取組の認知向上を図って
いる。

4 宮城県 富谷市 特定非営利活動法人　SCR

日本ミツバチの養蜂活動を通し、市
内森林公園での伐採見学、枝切り体
験等やツリーハウスづくり等のイベン
ト開催や不登校特例校と連携した耕
作放棄地を活用しての蜜源づくり等
地域の自然と環境を守る活動に取り
組んでいる。また、毎年市内小学校
で実施しているミツバチの出前事業
は、食育や命の尊さを学ぶ機会と
なっている。

コミュニティ・地産地消部門

No. 都道府県 市町村 地　区　名 取　組　の　概　要

令和７年度「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」全国選定地区

ビジネス・イノベーション部門

No. 都道府県 市町村 地　区　名 取　組　の　概　要

障がい者による馬耕の様子

障がい者とのチャグチャグ馬コ
への参加

紅花の黄色素で多数のフードメ
ニューや商品を開発

新肥料を肥料会社と共同開発。
特許申請中

不登校特例校との養蜂活動
の様子



5 山形県
鶴岡市
三川町
酒田市

庄内赤川土地改良区

一級河川赤川等から取水した農業用
水を、庄内平野の美田約1万haに供
給。赤川の水源である上流山間部の
山林は、明治時代乱伐により荒廃の
危機に直面したが、先人達が現価値
にして数億円を投じ1,300haもの山林
を取得。今も水源涵養林として守り続
けてる。これらを契機として、水資源
の大切さやその役割を次世代へ繋ぐ
ため様々な活動を実施している。

6 青森県 平川市 水口 清人

青森県を代表する果実であるりんご
を活用し「シードル」や「アップルブラ
ンデー」を製造し販売。特に瓶の中に
リンゴが丸々一個入った「アップルブ
ランデー」の商品化は日本初で売上
も急成長。原料となるリンゴを安定し
た価格で仕入れることで取引先農家
の所得向上も図られている。

個人部門

No. 都道府県 市町村 地　区　名 取　組　の　概　要

地元小学生への頭首工の説明

商品化された「アップルブラン
デー

地元小学生との植樹活動


